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表
紙
に
使
用
し
て
い
る
画
像
は
、
小
川
和
紙
の
「
雲
龍
紙
」
で
す
。
楮

こ
う
ぞ

の
長
い
繊
維
を
混
ぜ
て
漉す

き
あ
げ
ま
す
。
障
子
に
使
わ
れ
る
と
外
の
光
を
通
し
て
と
て
も
美
し
く
見
え
ま
す
。

和
紙
に
合
わ
せ
て
あ
し
ら
っ
た
２
色
は
紅こ

う
ば
い梅

色
と
常と

き

わ磐
色
。
咲
き
誇
る
桜
と
萌
え
出
る
新
緑
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。

P.14-19

P.4-7 一
生
の
友
達
！
︵
裏
表
紙
に
関
連
記
事
︶

小高貴寿奈さん

わたしわたしののひとコトひとコト 
「全国４位」連続受

賞おめでとうござい

ます。皆さんの取材

活動の成果ですね！

P.14 P.2-3

号
外

P.20

93 万
円億7800

令和４年度
一般会計当初予算

議員の
注目事業143本の

柱と

白熱の一般質問

議員が
質す11

町の現在そして未来

町長・議会議員補欠
ダブル選挙迫る！

月 日5 22 投開票

ご入学おめでとうございます！ 
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選挙があって政治が動く

各候補者による５日間の政策論争に期待

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
今
回
の
町
長
選

挙
・
議
員
補
欠
選
挙
か
ら
、

い
ず
れ
も
選
挙
公
営
の
対

象
と
な
る
。
選
挙
公
営
と

は
、
一
定
の
要
件
を
満
た

し
た
候
補
者
の
選
挙
運
動

に
係
る
経
費
の
一
部
を
公

費
負
担
す
る
制
度
。
選
挙

運
動
に
必
要
な
経
費
の
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
、

立
候
補
の
機
会
均
等
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
公
費
負
担
の
限
度
額

等
は
別
表
に
示
す
。

和
紙
の
ふ
る
さ
と
小
川
町

満
25
歳
以
上
で
当
該
選
挙
の

選
挙
権
を
有
す
る
方

住
民
対
応
、
条
例
の
制
定
・

改
正
・
廃
止
及
び
予
算
の

決
定
な
ど

対象対象職務職務

あ
な
た
の
や
る
気
を

　
　
　待
っ
て
い
ま
す
!!

チャンス !チャンス !

242,000円～242,000円～（＋期末手当
あり）

（＋期末手当
あり）

月額月額

今こそ今こそ 議
員
報
酬

議
員
報
酬

選 挙 公 営 制 度

対
象
の
拡
大

対
象
の
拡
大

2022年（令和４年）５月１日（日曜日） 2地域2022年（令和４年）５月１日（日曜日）3 地域

今
回
執
行
さ
れ
る
議
員
補
欠
選

挙
の
定
数
は
「
２
」
と
な
る
見

込
み
。
令
和
３
年
12
月
10
日
付

で
戸
口
勝
氏
、
令
和
４
年
１
月

26
日
付
で
島
田
康
弘
氏
が
そ
れ

ぞ
れ
議
員
辞
職
し
た
。
そ
の
た

め
、
公
職
選
挙
法
第
１
１
３
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
町
長
選
挙

の
告
示
10
日
前
ま
で
に
欠
員
が

生
じ
た
の
で
、
同
時
に
補
欠
選

小
川
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

委
員
長　

野
本　

5
月
22
日
（
日
）
は
、
町
民
の

皆
様
に
と
っ
て
、
大
事
な
小
川

町
長
選
挙
と
小
川
町
議
会
議
員

補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
る
投
票
日

で
す
。
私
た
ち
が
、
よ
り
良
い

暮
ら
し
を
願
い
、
私
た
ち
に
代

わ
っ
て
そ
の
思
い
を
実
現
し
て

く
れ
る
代
表
者
を
選
ぶ
選
挙
で

す
。
ど
の
候
補
者
に
投
票
す
る

か
を
知
る
に
は
、
小
川
町
選
挙

挙
（
便
乗
選
挙
）
が
行
わ
れ
る
。

山
口
勝
士
議
長
に
よ
れ
ば
「
今
、

地
方
議
会
に
と
っ
て
最
大
の
課

題
は
議
員
の
な
り
手
不
足
。
全

国
の
町
村
の
23
％
が
無
投
票
で

議
員
が
決
定
し
て
い
る
。
原
因

を
挙
げ
れ
ば
切
り
が
な
い
。
住

民
代
表
と
し
て
、
議
員
が
競
っ

て
様
々
な
角
度
か
ら
、
活
発
な

議
論
を
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
皆
さ
ん
議
会
を
盛
り

上
げ
ま
し
ょ
う
！
」
と
、
新
た

な
議
員
の
誕
生
に
期
待
を
寄
せ

て
い
る
。

管
理
委
員
会
が
発
行
す
る
「
選

挙
公
報
」
が
基
本
で
す
。
町
づ

く
り
へ
の
情
熱
や
意
欲
、
公
約

実
現
の
た
め
の
具
体
的
な
方
策
、

私
た
ち
の
意
見
や
願
い
を
受
け

止
め
て
く
れ
る
な
ど
、
期
待
で

き
る
候
補
者
の
情
報
が
得
ら
れ

ま
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も

身
近
な
選
挙
で
す
。
町
づ
く
り

の
た
め
に
、
大
切
な
一
票
を
投
票

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
小
川
町
選
挙
管
理
委
員
会

は
、
皆
様
の
選
挙
へ
の
関
心
を

高
め
、
選
挙
が
身
近
な
こ
と
で

あ
り
大
事
な
こ
と
で
あ
る
よ
う
、

啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。
今
後

も
、
公
平
・
公
正
な
選
挙
の
管

理
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

投
票
率
向
上  

訴
え
る

選
挙
管
理
委
員
会 求

ム
！

求
ム
！  

即
戦
力

即
戦
力

リ
リ
ッ
ク
お
が
わ
前
で
取
材
を
受
け
る

千
野
誠
人
さ
ん

現
職
町
長
の
勇
退
に
よ
り
、
新
町

長
を
決
め
る
選
挙
は
、
複
数
の
候

補
者
に
よ
る
激
し
い
戦
い
が
予
想

さ
れ
る
。
一
方
、
議
員
補
欠
選
挙

は
定
数
「
２
」
を
巡
る
争
い
。
住

民
に
と
っ
て
は
最
も
身
近
と
な
る

今
回
の
２
選
挙
か
ら
、
と
も
に
町

の
未
来
を
創
造
し
て
も
ら
い
た
い
。

◇　
　
　
　
　
　

◇

任
期
満
了
に
よ
る
町
長
選
挙
と
２
議

員
の
辞
職
に
伴
っ
た
議
員
補
欠
選
挙

が
、
５
月
17
日
告
示
・
22
日
投
開
票

で
執
行
さ
れ
る
。
40
％
を
超
え
る
高

齢
化
、
出
生
率
０
・
83
が
物
語
る
少

子
化
を
背
景
に
、
人
口
は
10
年
で
約

４
８
０
０
人
減
少
し
た
。「
超
少
子

高
齢
社
会
」
を
迎
え
た
当
町
に
と
っ

て
、
来
る
２
選
挙
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
や
地
域
経
済
の
縮
小
、
長
引
く

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
山
積
す
る
課
題
の
解

決
策
を
見
出
す
絶
好
の
機
会
に
な
る

と
考
え
る
。
住
民
の
皆
さ
ん
も
、
と

も
に
考
え
、
悩
み
、
小
川
町
の
明
る

い
未
来
を
創
造
し
、
充
実
し
た
選
挙

戦
と
な
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

地
方
自
治
体
で
は
、
議
会
議
員

と
首
長
を
と
も
に
住
民
が
直
接

選
挙
で
選
ぶ
「
二
元
代
表
制
」

を
敷
い
て
い
る
。
二
元
代
表
制

の
特
徴
は
、
い
ず
れ
も
住
民
を

代
表
し
、
相
互
の
抑
制
・
均
衡

か
ら
緊
張
関
係
を
保
ち
、
議
会

が
首
長
と
対
等
な
機
関
と
し
て
、

自
治
体
運
営
の
基
本
的
な
方
針

を
決
定
（
議
決
）
す
る
こ
と
に

あ
る
。
ま
た
、
議
会
は
首
長
の

執
行
を
監
視
す
る
と
と
も
に
、

積
極
的
な
政
策
提
言
な
ど
を
通

し
て
政
策
形
成
の
舞
台
と
な
る

こ
と
こ
そ
、
二
元
代
表
制
の
本

来
の
在
り
方
で
あ
ろ
う
。

意

義

意

義
とと

役

割

役

割

二
元
代
表
制

新
た
な
〝
仲
間
〟
を
心
待
ち
に
す
る

山
口
勝
士
議
長 ダブル選挙 迫る!! 号外

町
長
・
議
員
補
欠

５
月
17
日 

告
示
・
22
日
投
開
票

期
日
前
投
票
は

リ
リ
ッ
ク
お
が
わ
で

近
年
、
全
国
的
に
「
政
治
的
無

関
心
」
や
「
若
者
の
政
治
離
れ
」

な
ど
を
背
景
と
し
、
各
種
選
挙

の
投
票
率
は
低
迷
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
が
、
先
の
第
49
回
衆
議

院
議
員
選
挙
か
ら
は
、
期
日
前

投
票
所
を
リ
リ
ッ
ク
お
が
わ
１

階
中
央
公
民
館
の
講
座
室
２
及

び
３
に
改
め
た
こ
と
で
、
以
前

の
役
場
西
会
議
室
と
比
べ
、
格

段
に
投
票
し
や
す
い
環
境
が

整
っ
た
。
実
際
に
同
所
で
期
日

前
投
票
に
臨
ん
だ
千
野
誠
人
さ

ん
（
下
小
川
１
区
）
に
よ
る
と
、

「
以
前
、
西
会
議
室
で
投
票
し

た
際
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
く

雨
天
で
、
外
で
順
番
待
ち
を
し

た
。
今
回
は
リ
リ
ッ
ク
お
が
わ

だ
っ
た
の
で
、
会
場
も
広
く
、

選挙運動用自動車の使用

ハイヤー
方式

上限単価6万4500円
（限度額32万2500円）（5日）

個別契約
方式

自動車の借入れ　
1万5800円
（限度額7万9000円）

燃料代　7560円
（限度額3万7800円）

運転手の費用　1万2500円
（限度額6万2500円）

選挙運動用ビラの作成

町長選挙 上限5000枚・単価7円51銭
（限度額3万7550円）

小川町議会
議員選挙

上限1600枚・単価7円51銭
（限度額1万2016円）

選挙運動用ポスターの作成

上限枚数148枚・上限単価2132円
（限度額31万5536円）

町長選挙の過去4回分の投票率(％） 議員選挙の過去4回分の投票率(％）

平成30年平成26年平成22年平成18年

48.44％

令和元年平成27年平成23年平成19年

55.60％

39.21％ 42.25％ 65.25％ 61.53％ 57.26％ 58.92％
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48.44％

令和元年平成27年平成23年平成19年
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特
に
天
候
を
気
に
す
る
こ
と
も

な
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
済
ん
だ
。」

と
好
印
象
だ
。



   
 教
えて
！    議員さん

       
 教
えて
！    議員さん

    

   
 教
えて
！    議員さん

       
 教
えて
！    議員さん

    

   
 教
えて
！    議員さん

       
 教
えて
！    議員さん
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次のページは議員の注目事業

令和３年度の利用件数はコ

ロナ前の水準まで回復しつつ

ある。令和元年10月の消費

税増税と令和２年２月のタク

シー運賃改定により、町の負担額は増

加傾向にあり、今後住民サービスを低

下させず、継続するためには、どのよう

にしたら良いか検討が求められる。

令和３年度は1月末まで10年ぶりに転令和３年度は1月末まで10年ぶりに転

入超過となっていたが、最終的に18人入超過となっていたが、最終的に18人

の転出超過となった。移住サポートセの転出超過となった。移住サポートセ

ンターの年齢別データでは、移住者のンターの年齢別データでは、移住者の

半数以上が40代未満の若い世代となっ半数以上が40代未満の若い世代となっ

ている。この流れを後押ししたい。ている。この流れを後押ししたい。

   
 教
えて
！    議員さん

       
 教
えて
！    議員さん

    

一般会計当初予算一般会計当初予算
令和４年度令和４年度
議会はこう     ！議会はこう     ！るる見る見る

東小川住宅

ゼロカーボン
 シティ

道の駅

※総務省ふるさと納税ポータルサイトより　
※ふるさと納税は個人からの寄付が対象であり、
　企業からの受入もある町歳入予算のまちづくり
　寄付金と金額の相違があります。

H28 H29 H30 R１ R２

200万9800円

311万5970円
504万円

633万6779円

1986万7719円

16件14件

35件 59件

102件

…寄付額

…返礼品登録件数

DATA

3237万1000円

路線バス、路線バス、
デマンドタクシーデマンドタクシー
運行事業運行事業

22

橋りょう橋りょう
維持事業維持事業

1億5230万円

11

小川町ふるさと納税寄付額と
返礼品登録件数（H28年〜R2年） 

H29 H30 R１ R２ R３

774 730 754 717

998
914 907 931

7９６８１４

（人）（人）

0歳代
19％

10歳代 ２％

20歳代
４％

30歳代
31％

40歳代
27％

５0歳代
７％

60歳代
４％

70歳代 6％

転
入
等

転
出
等

小川町の転出入数（H29年〜R３年） 

令和３年度小川町への移住者の年齢別の割合

H29 H30 R１ R２ R３

774 730 754 717

998
914 907 931

7９６８１４

（人）（人）

0歳代
19％

10歳代 ２％

20歳代
４％

30歳代
31％

40歳代
27％

５0歳代
７％

60歳代
４％

70歳代 6％

転
入
等

転
出
等

DATA

前年度当初予算に対し３億4800万円、率にし

て3.9％の増額となりました。コロナ禍前までの

税収は見込めないものの、国や県の補助を受け

財源の確保が図られました。

まちづくり寄付金まちづくり寄付金
（ふるさと納税）（ふるさと納税）

22

予算編成における予算編成における
経常経費の削減経常経費の削減11

２年前に移住しました。２年前に移住しました。
近所の方が子育てを見守ってくれる安心近所の方が子育てを見守ってくれる安心
感もあり、のびのび子育てできています。感もあり、のびのび子育てできています。

今村結衣今村結衣さんさん、糸葉、糸葉さんさん（春日町）（春日町）

新しい生活様式に新しい生活様式に
対応した七夕まつり対応した七夕まつり
環境整備事業環境整備事業 341万円

11

子ども家庭総合支援子ども家庭総合支援
センターセンター事業事業 315万円

22

学校給食センター学校給食センター
整備事業整備事業

33
250万円

ふるさと納税の額が大ふるさと納税の額が大
きく伸びたのはうれしきく伸びたのはうれし
い。地元の商工業の活い。地元の商工業の活
性化と観光客増に期待性化と観光客増に期待
したい。したい。
吉野光一吉野光一さん（さん（錦町錦町））

近所で車のない方が近所で車のない方が
「500円で目的地に行ける」と「500円で目的地に行ける」と
喜んでいました。喜んでいました。
私も今の制度が良いと思います。私も今の制度が良いと思います。
佐藤良行佐藤良行さん（東小川２丁目）さん（東小川２丁目）

Gikai's
e y e

DATA デマンドタクシー登録者数と
補助金額の推移

H30 R１ R２ R３（12月時点）

登録者数
（のべ人数）

各年度の
補助金額

5211人

2４０９万円 2３１９万円2４０３万円

2049万円

5000

6000

7000

8000

5672人

5927人
6180人

Gikai's
e y e

国のデジタル田園都市国家構想推進交

付金7245万円の財政確保ができた。

全国的に注目の官民連携による「学校

跡地利活用推進事業」がスタート。住

民要望を考慮し、心の支えである校舎

を利活用する。

東小川住宅地内東小川住宅地内
学校跡地利活用推進事業学校跡地利活用推進事業

11

１億5903万円

新たな関係人口の拡大に向けて事業が

スタート。

再整備のコンセプトは「手漉き和紙と

有機の里」。令和6年度のオープンに

向け、設計や測量が始まる。

観光拠観光拠点点（道の駅（道の駅））
整備事業整備事業

22

6380万円

地球温暖化防止につながる設備等を

導入した家庭に対して、3項目の補助

制度を導入。ゼロカーボンシティ宣

言の具現化が始まる。

ゼロカーボンシティゼロカーボンシティ
推進補助金推進補助金

33

230万円

柱柱柱

寄付額や返礼品寄付額や返礼品の登録件数は伸の登録件数は伸

びている。一方、町民が他自治体びている。一方、町民が他自治体

へ寄付することによる税収減額もへ寄付することによる税収減額も

大きい。町外に出ていく額をどう減大きい。町外に出ていく額をどう減

らしていくか町民の理解を得たい。らしていくか町民の理解を得たい。

Gikai's
e y e

93億7800 万円93億7800 万円93億7800 万円93億7800 万円

様々な施策により、蒔いた種が確実に実を結び

始めています。令和４年度当初予算で定めた「３

本の柱」を太く折れないものに育て、更なる町の

発展につながると期待しています。

ピピッックアクアッッププ
事業事業

３３つのつの
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 教
えて
！    議員さん

       
 教
えて
！    議員さん

    

　
令和
４年
度　　 ＳＴＡＲＴ

　
令和
４年
度　　 ＳＴＡＲＴ

議員議員がが１４１４
事業事業

注  目注  目のの

！！イチ
推し
イチ
推し

任期途中で２議員が辞職し、全14議員で臨んだ令和４年第１回定例会。任期途中で２議員が辞職し、全14議員で臨んだ令和４年第１回定例会。

93億円を超える令和４年度当初予算を、本会議はもとより、各常任委93億円を超える令和４年度当初予算を、本会議はもとより、各常任委

員会において、細部にまでわたる審査を行いました。ここでは、各議員会において、細部にまでわたる審査を行いました。ここでは、各議

員が当初予算の中から、イチ推しする事業・取組をピックアップ。員が当初予算の中から、イチ推しする事業・取組をピックアップ。

注目ポイントとあわせて紹介します。注目ポイントとあわせて紹介します。

次のページは予算質疑

・・整備に向けたしっかりとした調査を整備に向けたしっかりとした調査を

・・児童生徒に安全安心で児童生徒に安全安心で
　おいしい給食の提供を望む　おいしい給食の提供を望む

・・ 建て替え を含めたを含めた

　事業計画にも期待　事業計画にも期待！！

根岸成美議員根岸成美議員

・・おがわ学のテキストのおがわ学のテキストの
　フル活用を　フル活用を

・・社会に開かれた教育課程の社会に開かれた教育課程の
　実現を望む　実現を望む

・・ 専門コーディネーター  の の

　活躍にも期待　活躍にも期待！！

山口勝士議員山口勝士議員

おがわ学の構築おがわ学の構築

注目
ポイント

・ゼロカーボンシティに向けた・ゼロカーボンシティに向けた町民の意識改革を町民の意識改革を

・・関連設備の導入支援関連設備の導入支援（補助金）の充実を望む（補助金）の充実を望む

・・ ごみ減量化の推進 にも期待にも期待！！

笹本孝幸議員笹本孝幸議員

ゼロカーボンシティにゼロカーボンシティに
向けた取組向けた取組

東小川地内東小川地内
学校跡地の利活用学校跡地の利活用

・新たな人の流れやつながりを・新たな人の流れやつながりを

・・跡地利活用のモデル跡地利活用のモデル事業事業になることを望むになることを望む

・・ 地域課題の解決 にも期待にも期待！！

五十嵐康博議員五十嵐康博議員

注目
ポイント

コロナ禍に対応したコロナ禍に対応した
七夕まつりの開催七夕まつりの開催

・・感染症対策の徹底を感染症対策の徹底を

・・和紙の振興につながる開催を望む和紙の振興につながる開催を望む

・・飲食・竹飾り・屋台の引き回し 等等
　のエリア分けした会場設営にも期待　のエリア分けした会場設営にも期待！！

　　田中照子議員田中照子議員

注目
ポイント

デマンドタクシーデマンドタクシー
運行事業運行事業

・・ワンコイン（500円）で乗れるワンコイン（500円）で乗れる
 事業の発展を 事業の発展を

・運転免許証の返納に・運転免許証の返納に
  つながる運行のつながる運行の
 充実を望む 充実を望む

・・ スムーズな予約 の対応・の対応・

　対策にも期待　対策にも期待！！

笠原規弘議員笠原規弘議員

注目
ポイント

ふるさと納税ふるさと納税
（まちづくり寄付金）（まちづくり寄付金）によるによる
財源確保財源確保

・・職員人件費・光熱水費などの職員人件費・光熱水費などの削減を削減を

・・職員の知恵と工夫で職員の知恵と工夫で行政サービスの向上を望む行政サービスの向上を望む

・・ ESP業務 による電気料金の削減にも期待による電気料金の削減にも期待！！

井口亮一議員井口亮一議員

予算編成における予算編成における
経常経費の削減経常経費の削減

注目
ポイント

学校給食センターの整備学校給食センターの整備
注目

ポイント

注目
ポイント

注目
ポイント

・・関係人口の拡大につながる再整備を関係人口の拡大につながる再整備を

・令和６年度の運営開始に向けた着実な・令和６年度の運営開始に向けた着実な取組を望む取組を望む

・・道の駅の道の駅の 周辺整備 にも期待にも期待！！

髙瀬勉議員髙瀬勉議員

注目
ポイント

道の駅おがわまちのリニューアル道の駅おがわまちのリニューアル農業の担い手支援事業農業の担い手支援事業
・・地域農業の担い手の確保・育成を地域農業の担い手の確保・育成を

・・農業経営の安定化に資する支援を望む農業経営の安定化に資する支援を望む

・・ 遊休農地の解消や発生防止 にも期待にも期待！！

本多重信議員本多重信議員

注目
ポイント

地域おこし協力隊に地域おこし協力隊に
よる農業振興の推進よる農業振興の推進
・・農業振興に特化した隊員の活躍を農業振興に特化した隊員の活躍を

・・他事業の隊員との協力・連携を望む他事業の隊員との協力・連携を望む

・・ 有機農業＋α の新たな取り組み・の新たな取り組み・

　展開にも期待　展開にも期待！！

島﨑隆夫島﨑隆夫議員議員

注目
ポイント

校務支援校務支援
システムの導入システムの導入

・・学校のブラック企業化に学校のブラック企業化に
　歯止めを　歯止めを

・・システムの有効利用で教員のシステムの有効利用で教員の
　業務改善を望む　業務改善を望む

・・働き方改革で働き方改革で 教育の質的向上 　　
 にも期待 にも期待！！

髙橋功人議員髙橋功人議員

注目
ポイント

健康ウオーキング事業健康ウオーキング事業
・・コロナ禍でも安心な屋外活動をコロナ禍でも安心な屋外活動を

・ウオーキングで生活習慣病の予防・・ウオーキングで生活習慣病の予防・
　改善を望む　改善を望む

・・ 健康ウオーカー の増加にも期待の増加にも期待！！

大戸久一議員大戸久一議員

注目
ポイント

子ども家庭総合子ども家庭総合
支援センター支援センター
・・子育て支援の機能強化を子育て支援の機能強化を

・全ての子どもの実情に応じた・全ての子どもの実情に応じた
　適切な支援を望む　適切な支援を望む

・・ 子育てしやすい町 のの

　イメー　イメージアップにも期待ジアップにも期待！！

髙橋さゆり議員髙橋さゆり議員

注目
ポイント

・・取組の充実で歳入増の実現を取組の充実で歳入増の実現を

・・寄付金を財源とした新たな寄付金を財源とした新たな事業展開を望む事業展開を望む

・・ 企業版ふるさと納税 によるによる増収にも期待増収にも期待！！

　　　　　　　笠原英彦議員　　　　　　　　笠原英彦議員　
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知
っ
て
お
き
た
い
！ 

こ
の
数
字

Pick up!
学校給食
センター

築41年

人間ドック

受診枠375人

288

３月定例会（３月１日〜23
日）は、議員辞職により２名
欠員の中で活発な議論がか
わされました。新年度予算
をはじめ、太陽光発電設置
に関する条例など注目の質
疑を掲載します。

の
こ
と

議員が質
た だ

した

３月定例会の会議録は、
６月初旬から見られま
す。ＱＲコードかイン
ターネットで［小川町
議会 会議録］と検索

（前年度比3.9％増）

93億
7800万円

Ｑ
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
を
背
景
と

し
て
令
和
４
年
度
か
ら
コ
コ
ッ
ト
に
、
子

ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能

が
追
加
さ
れ
る
。
児
童
虐
待
等
へ
の
対

応
な
ど
、
専
門
員
の
配
置
も
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
捉
え
て
い
る
が
、
対
策
等
は
。

ン
業
務
と
し
て
施
設
の
Ｐ
Ｒ
動
画
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
係
る
委
託
料

等
で
す
。
あ
わ
せ
て
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
利
用
を
整
え
て
い

く
た
め
の
備
品
購
入
を
考
え
て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス

Ｑ
地
域
住
民
に
協
力
を
願
う
添
乗
員

の
取
組
や
役
割
に
つ
い
て
、
詳
細
等
は
。

Ａ
特
に
虐
待
の
通
告
や
連
絡
等
が
多

く
な
り
、
職
員
も
一
生
懸
命
に
対
応
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
体
制
と
し
て
は
子

育
て
支
援
課
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で

は
な
く
、
関
係
課
等
と
連
携
す
る
中
で
、

事
案
ご
と
に
適
切
な
支
援
に
結
び
付
け

る
た
め
の
取
組
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

Ｑ
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

機
能
の
設
置
や
、
既
に
取
り
組
ん
で
い

る
オ
ン
ラ
イ
ン
保
健
指
導
の
拡
充
等
、

子
育
て
支
援
に
係
る
各
種
相
談
事
業
等

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
ど
の
程
度
進
む
か
。

Ａ
東
小
川
地
区
の
見
守
り
隊
を
中
心

に
４
人
程
度
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
乗

降
時
の
児
童
数
と
安
全
の
確
認
、
急
な

体
調
不
良
と
な
っ
た
児
童
へ
の
対
応
な

ど
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

非
常
時
の
対
応
と
し
て
、
走
行
中
に
つ

い
て
は
運
転
士
と
連
携
を
図
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
お
願
い
し
ま
す
。
併
せ
て
、

バ
ス
会
社
で
定
め
る
災
害
時
の
対
応
マ

Ａ
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

機
能
に
お
け
る
実
情
の
把
握
や
情
報
提

供
に
つ
い
て
は
、
対
面
で
の
対
応
や
家

庭
へ
の
訪
問
が
基
本
に
な
る
と
捉
え
て

い
ま
す
。
各
種
の
相
談
事
業
は
、
希
望

に
あ
わ
せ
て
電
話
対
応
も
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
子
育
て
支
援
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
に
つ
い
て
は
、
他
の
自
治
体
等
の

取
組
を
研
究
し
、
考
え
て
い
き
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

Ｑ
整
備
に
係
る
調
査
業
務
の
委
託
料

が
示
さ
れ
た
が
、
詳
細
は
。

Ａ
築
41
年
が
経
過
す
る
給
食
セ
ン

タ
ー
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
同
施
設
を

建
築
し
た
経
験
が
あ
る
な
ど
の
業
者
に

依
頼
し
、
専
門
的
な
知
見
か
ら
整
備
に

必
要
な
事
項
を
整
理
し
て
も
ら
う
予
定

で
す
。
学
校
再
編
が
進
ん
で
い
く
中
で
、

ニ
ュ
ア
ル
を
共
有
し
て
も
ら
う
等
の
対

策
を
考
え
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

Ｑ
令
和
４
年
度
に
お
け
る
交
付
率
と
、

そ
の
目
標
に
向
け
た
取
組
等
は
。

Ａ
国
で
は
令
和
4
年
度
末
ま
で
に
全

国
民
の
ほ
と
ん
ど
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
行
き
渡
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
当
町
の
交
付
率
は
、
令
和
４

年
２
月
末
時
点
に
お
い
て
35
・
３
％
で

す
。
75
歳
以
上
の
未
申
請
の
方
を
対
象

に
、
国
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
申
請
書

が
送
付
さ
れ
た
の
で
、
徐
々
に
申
請
に

つ
な
が
っ
て
く
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
第
２
弾
と
な
る
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
の
周
知
を
図
り
な
が
ら
、
若
い
世

代
に
は
ス
マ
ホ
等
か
ら
の
申
請
を
案
内

し
、
高
齢
者
に
は
公
民
館
や
福
祉
施
設

等
で
の
出
張
申
請
な
ど
、
年
齢
に
応
じ

た
対
応
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
ま
ず
は

交
付
率
50
％
に
近
づ
け
る
よ
う
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

下
里
・
青
山
板
碑
製
作
遺
跡

Ｑ
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
、
十
分
な

取
組
は
図
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
今
後
の

展
望
等
は
。

現
行
の
セ
ン
タ
ー
方
式
か
ら
自
校
方
式

に
し
た
方
が
よ
い
か
等
の
検
討
も
必
要

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
仮

に
セ
ン
タ
ー
を
新
設
す
る
場
合
に
つ
い

て
、
施
設
の
規
模
や
立
地
す
る
場
所
の

適
正
等
を
含
め
て
、
資
料
の
提
供
を
求

め
て
い
く
も
の
で
す
。

東
小
川
学
校
跡
地
の
利
活
用

Ｑ
東
小
川
地
区
の
再
生
や
活
性
化
に

つ
な
が
る
大
き
な
事
業
が
動
き
出
す
こ

と
に
な
る
が
、
予
算
の
内
訳
や
取
組
の

内
容
は
。

Ａ
既
存
校
舎
の
改
修
工
事
費
の
う
ち
、

エ
ア
コ
ン
設
置
に
多
額
の
費
用
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
建
物
屋
上
の
コ
ー

キ
ン
グ
や
消
防
設
備
・
給
水
ポ
ン
プ
の

交
換
工
事
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ソ
フ

ト
面
の
取
組
と
し
て
は
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

Ａ
見
学
や
ハ
イ
キ
ン
グ
で
訪
れ
る
方

が
国
指
定
と
な
っ
た
遺
跡
の
状
況
が
分

か
る
よ
う
に
、
下
草
伐
採
や
清
掃
等
の

維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の

展
望
と
し
て
、
１
点
目
は
同
遺
跡
群
を

ど
の
よ
う
に
拡
大
し
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
考
古
学
等
の
専
門
家
で
構

成
す
る
指
導
委
員
会
で
発
掘
や
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
非
常
に
地
道
な
作

業
で
時
間
を
要
し
て
い
ま
す
。
２
点
目

は
、
活
用
の
観
点
と
し
て
考
古
学
を
は

じ
め
、
地
質
学
や
歴
史
学
な
ど
多
方
面

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る
と
捉
え
、

各
種
の
講
演
会
や
見
学
ツ
ア
ー
を
展
開

し
、
遺
跡
の
理
解
や
中
世
の
文
化
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
に
歯
止
め
を

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

期待期待

子育て世代に周知
して、充実させて
欲しいです。
高田さんファミリーさんファミリー
（錦町）（錦町）

有効活用有効活用

大型バスの前に並んだスクールバスの添乗員の皆

さんです。4月から登校時と下校時の各2往復、

交代で1人ずつ乗車していただきます。

一
令和４年度

般会計予算
を可決

下里・青山板碑製作遺跡は下里・青山板碑製作遺跡は
小川町の魅力の一つです。小川町の魅力の一つです。
有効的な保存・活用策が推有効的な保存・活用策が推
進されることを、史跡指定進されることを、史跡指定
に関わった一人として願っに関わった一人として願っ
ています。ています。

高橋好信高橋好信さん（元担当職員）さん（元担当職員）

つづく！

小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

町
民
登
場
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

広
い
年
代
の
皆
さ
ん
に
、
た
く
さ
ん
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
︵
裏
表
紙
も
ご
覧
く
だ
さ
い
︶。



次のページは３常任委員会レポートほか

1011
No.l03 令和4年3月定例会

No.l03 2022 . ５.  l 発行No.l03 令和4年3月定例会

No.l03 2022 . ５.  l 発行

小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
︵
写
真
説
明
︶
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

単
な
る
説
明
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
応
援
や
問
題
提
起
な
ど
﹁
魂
﹂
を
込
め
て
お
伝
え
し
ま
す

Ｑ
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
た
七

夕
ま
つ
り
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
開
催
と
な
る
か
。
ま
た
開
催
に
向
け

た
環
境
整
備
と
し
て
の
取
組
等
は
。 

Ａ
コ
ロ
ナ
禍
で
も
開
催
で
き
る
内
容

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
交
通
規
制
エ
リ

ア
を
縮
小
し
、
竹
飾
り
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
駅
通
り
か
ら
駅
入
り
口
交
差
点

ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
東
西
に
、
国
道

２
５
４
号
本
二
の
丁
字
路
か
ら
相
生
町

の
交
差
点
ま
で
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

役
場
周
辺
の
町
道
部
分
に
お
い
て
も
、

竹
飾
り
が
設
置
で
き
る
よ
う
に
、
整
備

を
進
め
ま
す
。
併
せ
て
、
先
に
開
催
し

た
商
工
祭
の
よ
う
に
、
感
染
症
対
策
を

図
っ
た
上
で
、
飲
食
エ
リ
ア
を
役
場
及

び
リ
リ
ッ
ク
お
が
わ
の
駐
車
場
に
設
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

脱
炭
素
社
会
の
実
現

Ｑ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け
た

取
組
と
し
て
、
関
連
設
備
の
導
入
等
に

各
種
の
補
助
金
が
示
さ
れ
た
が
詳
細
は
。

Ａ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
補
助

金
と
し
て
①
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設

備
設
置
費
補
助
金
︵
空
き
家
バ
ン
ク
登

録
物
件
の
購
入
者
に
限
る
︶、
②
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
設
置
費
補
助
金

③
住
宅
用
地
球
温
暖
化
対
策
設
備
導

入
費
補
助
金
︵
太
陽
光
熱
利
用
・
家
庭

用
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
・
家
庭
用
燃
料
電

池
・
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
の
各
シ

ス
テ
ム
、
電
気
自
動
車
等
充
給
電
設
備
、

断
熱
窓
等
の
改
修
︶
の
３
項
目
を
考
え

て
い
ま
す
。

道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

Ｑ
当
初
予
算
に
示
さ
れ
た
整
備
に
係

る
予
算
の
概
要
は
。
ま
た
民
間
活
力
の

導
入
と
し
て
、
整
備
後
の
運
営
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
建
物
・
施
設
を
最
大
限
に

利
活
用
す
る
上
で
、
設
計
の
段
階
か
ら

事
業
者
の
考
え
方
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
反
映

さ
れ
る
べ
き
と
捉
え
て
い
る
が
、
見
解
を
。

Ａ
予
算
の
概
要
と
し
て
、
実
施
設
計

に
係
る
費
用
と
あ
わ
せ
て
測
量
業
務
や

運
営
業
務
、
運
営
管
理
者
の
選
定
に
係

る
総
合
支
援
業
務
の
各
委
託
料
を
見
込

み
ま
し
た
。
民
間
活
力
を
設
計
の
段
階
か

ら
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
運
営
管
理

者
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
民
間
事
業
者
な

ら
で
は
の
発
想
・
ア
イ
デ
ア
を
設
計
に
も

反
映
で
き
る
よ
う
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

和紙の和紙の
発展発展

コロナ禍で様 な々行
事が制限される中、
新たな試みで開催
される七夕に期待し
ています。

護守吉史護守吉史さんさん
（錦町）（錦町）

感染リスクを減らすため飲食を伴う出店と、飲食ブースは役場来庁者駐車場と

リリック駐車場に集約し、新しい生活様式に則した祭りの開催を予定しています。

（写真は令和3年11月の商工祭）

今後、第74回小川町七夕まつりの情報は観光協会にて案内します。

走行距離13万キロメートル、27年間にわたり活躍して

くれた10人乗りハイエースです。議会も行政視察等で

度々お世話になりました。新天地での活躍を期待します。

感
染
症
対
策
の
徹
底
を

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
七
夕
ま
つ
り
の
開
催

タオルタオル
体操体操

家にこもらず体を動かすこと家にこもらず体を動かすこと
は大切です。コロナ禍でも活は大切です。コロナ禍でも活
動できる環境が整うとよいで動できる環境が整うとよいで
すね。吉田　晃すね。吉田　晃さん（木部）さん（木部）

小川町観光協会
ホームページ

財
源
の
確
保

Ｑ
町
有
財
産
の
売
払
い
収
入
と
し
て

見
込
ん
で
い
る
取
組
・
内
容
は
。

Ａ
ま
ず
は
物
品
と
し
て
、
27
年
間
使

用
し
た
10
人
乗
り
の
車
両
を
売
払
い
で

処
分
し
ま
す
。
ま
た
パ
ソ
コ
ン
関
係
の

備
品
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
消
去
の
観
点

か
ら
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
物
理
的
な

破
壊
を
加
え
た
後
、
業
者
に
買
い
取
っ

て
も
ら
う
予
定
で
す
。
次
に
不
動
産
は
、

青
山
地
内
の
宅
地
・
小
川
地
内
の
雑
種

地
と
な
り
ま
す
。
併
せ
て
数
か
所
あ
る

廃
道
敷
の
売
払
い
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
の
見
直
し
を

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
健
康
管
理
と
健
康
づ
く
り

人
間
ド
ッ
ク
検
診

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
で
受
診
控
え
な
ど
の
影
響

が
考
え
ら
れ
る
が
見
込
み
等
は
。

Ａ
人
間
ド
ッ
ク
検
診
は
、
前
年
と
同
様

に
３
７
５
人
を
見
込
み
ま
し
た
。
し
か
し
、

令
和
３
年
度
の
実
績
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
１
回
目
の
抽
選
で
予
定
人
数

に
達
せ
ず
、
二
次
募
集
を
か
け
ま
し
た
。

引
き
続
き
対
象
者
に
は
受
診
勧
奨
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

歳
代
健
診

Ｑ
疾
病
の
早
期
発
見
の
観
点
か
ら
、
取

組
の
充
実
や
周
知
の
徹
底
を
求
め
る
が
。

Ａ
予
算
と
し
て
は
、
25
人
分
を
見
込
み

ま
し
た
。
周
知
や
勧
奨
に
つ
い
て
は
、
30

歳
と
35
歳
の
方
を
対
象
に
通
知
を
送
り
案

内
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
話
等
に
よ
る

受
診
勧
奨
を
図
る
中
で
、
工
夫
し
な
が
ら

周
知
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
介
護
予
防
支
援

Ｑ
事
業
の
展
開
や
拡
充
は
。

Ａ
対
象
者
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
取
組
の
普
及

を
図
り
ま
す
。
令
和
３
年
度
に
引
き
続

き
、
Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
を
作
成
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

い
き
い
き
百
歳
体
操
に
お
い
て
は
、
４

行
政
区
程
度
を
対
象
に
、
ウ
ェ
ブ
会
議

シ
ス
テ
ム
ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
た
運
動

教
室
の
展
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
特
別
会
計
予
算
関
連

30



次のページは白熱の一般質問です！

これからの給食センターの役割と在り方について
平成25年の学校給食センター在り方に関する検討委員会、平成31年2月厚

生文教常任委員会県外視察研修会後、報告と提案がされた。町財政が厳し

い状況下、老朽化が著しい建設当時の作業場・調理設備を改修し、不効率な

作業を余儀なくされているが、町の将来を担う子供たちへの「安全で安心な

給食の提供」が最優先されるべきで、国の交付金、県の負担金を利活用し、

新施設建設の為に最善の策を導き出すことが急務である。

町の活性化に資する「道の駅」整備について
人を呼び、産業を振興させ、町の活性化につなげるためには「道の駅」整備

に何を求めるのかを明確にし、この構想に応える能力と実績のある運営会社

の選定が必要である。同時に企業の稼ぐ力等のノウハウとポテンシャルを最

大限に引き出す環境と関係の構築が必要で、国等からの支援が充実される機

会を逸することのないよう常時心がけ、稼ぐ力を生み出す拠点として整備する

ための議論と合意形成を、慎重かつ早急に深めていくべきである。

賛否が分かれた議案

コロナ禍で身近になったウェブ会議

人気メニューの開発を期待

討
論

討
論

討
論

討
論

公開します 議員ごとの賛否内訳と審議結果
○…賛成 ×…反対　欠…欠席

ー印…議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

議決結果はホームページ
でも見られます→

他20議案は
全員賛成で原案どおり「可決・同意・承認」しました

厚生文教常任委員会　

「安全で安心な給食の
提供」を最優先キーワードは…

検討が始まる給食センター

総務常任委員会 中間報告

デジタル社会に対応した住民サービスの向上と議会及び行政の在り方について
新型コロナウイルスのまん延は、私たちの生活を一変するとともに、今テーマに

あるデジタル社会の到来を加速させ、皮肉にもDX推進の原動力となっている。

否が応でも、各種のデジタル化に、行政も我々議会もしっかりと向き合っていか

なければならない。高齢化の割合が40％を超える当町にとって、デジタル化に

対する住民の需要がどの程度あるかは未知数だが、国が示すデジタル社会のビ

ジョンにあるとおり、「誰一人取り残さない、人に優しいデジタル化」を目指し、

その実現に向けた取組の推進を期待するものである。

誰一人取り残さない、
人に優しいデジタル化キーワードは…

議　員　名

  議　案　名

笠
原
　
英
彦

髙
橋
　
功
人

笹
本
　
孝
幸

五
十
嵐
康
博

大
戸
　
久
一

髙
橋
さ
ゆ
り
　

本
多
　
重
信

髙
瀬
　
　
勉

井
口
　
亮
一

笠
原
　
規
弘

島
﨑
　
隆
夫

田
中
　
照
子

根
岸
　
成
美

山
口
　
勝
士

審

議

結

果

一般会計　　　　　　　　　　　 93億7,800万円 〇 〇 〇 〇〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

国民健康保険特別会計（事業勘定）35億2,342万円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

後期高齢者医療特別会計　　　　　４億5,428万円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

水道事業会計　　　　　　　　　　９億7,329万円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

副町長の選任について（藤井大司氏） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 − 同意

討
論

討
論

討
論

経済建設常任委員会

運営会社との共存と連携キーワードは…

一部事務組合議会から報告
一部の行政サービスを複数の市町村が共同で行うための団体が一部事務組合です。

構成市町村の議会から議員を選出しています。

比企広域市町村圏組合議会（令和４年２月８日）

消防団員の確保が課題に
令和４年度一般会計及び各特別会計の予算総額

は、35億7900万円（小川町の負担額は、４億

9550万円）。小川消防団では慢性的に団員の確

保が課題です。活動内容を限定して対応する機

能別消防団員の導入について検討すべき時に来

ています。

操法訓練は団員のチームワークの良さを実感します

消防・救急・斎場の管理運営・介護・障害審査会・公平委員会

小川地区衛生組合議会（令和４年２月21日）

可燃ごみ処理が民間委託に
令和４年度一般会計の当初予算は15億6900万

円（小川町の負担額は４億6300万円）。いよいよ

始まった「可燃ごみ処理の民間委託」に係る費用

の増大が課題です。これまで以上にごみの分別を

徹底し、食品ロスの削減や生ごみ等の資源化など、

ごみの減量化がコスト削減につながります。

委託先となる乾式メタン発酵施設の視察風景

ごみ処理・し尿処理

テーマ

テーマ

テーマ
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欠員は生じていますが、当面は欠員は生じていますが、当面は
ＯＢ会組織が支援してくれるのＯＢ会組織が支援してくれるの
で、無理に定数合わせをするで、無理に定数合わせをする
必要はないと思います。必要はないと思います。
小川消防団長小川消防団長
小山立司小山立司さん（腰越１）さん（腰越１）

電気事業者による「再生可能エネルギー電気」の調達に係る買い取り価格・期間等
について特別の措置を定めた法律。再生可能エネルギー電気の利用促進を図り、産
業振興や地域活性化、経済の発展に寄与することを目的としている。

令
和
４
年
度

当
初
予
算

人事

必 見 ！
令和3年9月から議会体制が改まり、新たなメンバー構成で

各常任委員会の活動がスタートしました。所管する事務事業

からテーマを設け、町が抱える諸課題の解決につながる方策

を見出すため、調査・研究をしています。

３ 常 任 委 員 会 の
調 査 研 究レポート

OB会OB会

Ｑ
悪
質
な
事
業
者
に
対
す
る
罰
則

や
処
分
等
の
規
定
が
明
文
化
さ
れ
て

い
な
い
が
対
策
等
は
。

Ａ
今
条
例
で
は
、
事
業
者
が
関
係

法
令
に
違
反
し
た
際
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法

を
所
管
す
る
経
済
産
業
省
に
通
報
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
条
例
で
罰

則
を
設
け
ず
と
も
、
上
位
法
と
の
連

携
に
よ
り
、
国
で
事
業
認
定
の
取
り

消
し
や
、
事
業
者
へ
の
処
分
を
科
す

こ
と
が
可
能
で
す
。

Ｑ
設
備
の
維
持
管
理
及
び
撤
去
に

要
す
る
費
用
の
確
保
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
が
、
狙
い
等
は
。

Ａ
国
か
ら
の
報
告
と
し
て
、
現
状
、

廃
棄
等
に
係
る
費
用
の
積
み
立
て
を

行
っ
て
い
る
事
業
者
は
２
割
以
下
と

の
こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、

事
業
者
の
責
務
と
し
て
、
し
っ
か
り

と
積
み
立
て
の
義
務
を
果
た
し
て
も

ら
う
た
め
、
明
文
化
し
ま
し
た
。

乱
開
発
の
防
止
を

太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な

設
置
・
管
理
に
関
す
る
条
例
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一
般
質
問

小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

見
出
し
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

内
容
が
一
目
で
わ
か
り
、
記
事
を
読
み
た
く
な
る
見
出
し
を
つ
け
ま
す
。

つづく！

町長も議員も大変なお仕事だ

と思います。応援しています！
（T・Mさん 36歳）

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

242322

Ｑ
来
る
６
月

来
る
６
月
1212
日
の
任
期
満
了
を
目

日
の
任
期
満
了
を
目

前
に
、
次
期
町
長
選
挙
に
対
し
て
、
多

前
に
、
次
期
町
長
選
挙
に
対
し
て
、
多

く
の
住
民
が
注
目
し
て
い
る
。
３
期
目

く
の
住
民
が
注
目
し
て
い
る
。
３
期
目

に
向
け
た
松
本
町
長
の
考
え
・
挑
戦
は
。

に
向
け
た
松
本
町
長
の
考
え
・
挑
戦
は
。

Ａ
町
長
町
長　

後
援
会
と
相
談
を
し
て
、

　

後
援
会
と
相
談
を
し
て
、

し
か
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ

し
か
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ

で
表
明
し

で
表
明
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
し
か
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
と
は
具

し
か
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
と
は
具

体
的
に
い
つ
か
。

体
的
に
い
つ
か
。

Ａ
町
長
町
長　

し
か
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ

　

し
か
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ

と
は
、
し
か
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い

と
は
、
し
か
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い

う
こ
と
で
す
。

う
こ
と
で
す
。

都
市
公
園
・
緑
地
の
充
実

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
３
密
回
避
の
傾

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
３
密
回
避
の
傾

向
は
、
屋
外
に
お
け
る
活
動
の
ニ
ー
ズ

向
は
、
屋
外
に
お
け
る
活
動
の
ニ
ー
ズ

を
高
め
た
。
ま
た
、
子
育
て
す
る
保
護

を
高
め
た
。
ま
た
、
子
育
て
す
る
保
護

者
に
と
っ
て
、
身
近
に
あ
る
公
園
や
緑

者
に
と
っ
て
、
身
近
に
あ
る
公
園
や
緑

地
の
存
在
は
重
要
で
あ
る
。
各
施
設
の

地
の
存
在
は
重
要
で
あ
る
。
各
施
設
の

充
実
を
求
め
る
が
、
今
後
の
適
正
管
理

充
実
を
求
め
る
が
、
今
後
の
適
正
管
理

に
係
る
計
画
や
財
源
の
見
込
み
等
は
。

に
係
る
計
画
や
財
源
の
見
込
み
等
は
。

Ａ
都
市
政
策
課
長

都
市
政
策
課
長　

適
正
管
理
に
つ

　

適
正
管
理
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
に
対
し
て
、
安
全
・

い
て
は
、
利
用
者
に
対
し
て
、
安
全
・

安
心
な
公
園
づ
く
り
を
目
指
し
、
取
り

安
心
な
公
園
づ
く
り
を
目
指
し
、
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
各
施
設
・

組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
各
施
設
・

設
備
の
充
実
は
、
利
用
者
や
地
元
行
政

設
備
の
充
実
は
、
利
用
者
や
地
元
行
政

区
な
ど
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
ふ
る
さ

区
な
ど
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
ふ
る
さ

と
納
税
や
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
財

と
納
税
や
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
財

源
を
確
保
す
る
中
で
、
遊
具
の
設
置
や

源
を
確
保
す
る
中
で
、
遊
具
の
設
置
や

新
た
な
公
園
の
整
備
等
に
努
め
ま
す
。

新
た
な
公
園
の
整
備
等
に
努
め
ま
す
。

答 

弁
し
か
る
べ
き
タ
イ
ミ

し
か
る
べ
き
タ
イ
ミ

ン
グ
で
表
明
し
ま
す

ン
グ
で
表
明
し
ま
す

松
本
町
長
の　

松
本
町
長
の　

出
処
進
退
は

出
処
進
退
は

町
長
選
挙

町
長
選
挙

髙
た か せ

瀬　勉
つとむ

議員
が町に問う！

幅広い年齢層に愛される栃本親水公園

Ｑ
近
隣
の
町
が
協
力
し
て
中
世
山
城

近
隣
の
町
が
協
力
し
て
中
世
山
城

跡
の
﹁
御
城
印
﹂
を
発
行
で
き
な
い
か
。

跡
の
﹁
御
城
印
﹂
を
発
行
で
き
な
い
か
。

Ａ
生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
﹁
鎌
倉
殿
の

ラ
マ
﹁
鎌
倉
殿
の
1313
人
﹂
が
始
ま
り
、

人
﹂
が
始
ま
り
、

比
企
地
域
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た

比
企
地
域
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た

好
機
で
も
あ
り
ま
す
。
四
津
山
城
跡
や

好
機
で
も
あ
り
ま
す
。
四
津
山
城
跡
や

腰
越
城
跡
保
存
会
な
ど
の
意
見
を
聞
き
、

腰
越
城
跡
保
存
会
な
ど
の
意
見
を
聞
き
、

和
紙
を
活
用
し
た
御
城
印
の
発
行
に
つ

和
紙
を
活
用
し
た
御
城
印
の
発
行
に
つ

い
て
観
光
協
会
と
と
も
に
研
究
し
ま
す
。

い
て
観
光
協
会
と
と
も
に
研
究
し
ま
す
。

Ｑ
上
古
寺
高
福
寺
の
裏
山
に
重
忠
公

上
古
寺
高
福
寺
の
裏
山
に
重
忠
公

の
遺
髪
が
埋
葬
さ
れ
た
五
輪
塔
が
あ
る

の
遺
髪
が
埋
葬
さ
れ
た
五
輪
塔
が
あ
る

と
聞
く
が
、
教
育
委
員
会
の
見
解
は
。

と
聞
く
が
、
教
育
委
員
会
の
見
解
は
。

Ａ
生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長　

慈
光
寺
と
の
関

　

慈
光
寺
と
の
関

連
で
畠
山
氏
に
関
す
る
伝
承
が
あ
り
、

連
で
畠
山
氏
に
関
す
る
伝
承
が
あ
り
、

石
塔
も
所
有
者
や
地
域
の
方
々
に
よ
り

石
塔
も
所
有
者
や
地
域
の
方
々
に
よ
り

今
日
ま
で
大
切
に
さ
れ
て
き
た
意
義
深

今
日
ま
で
大
切
に
さ
れ
て
き
た
意
義
深

い
文
化
財
で
す
。

い
文
化
財
で
す
。

Ｑ
こ
の
際
、
五
輪
塔
を
町
指
定
文
化

こ
の
際
、
五
輪
塔
を
町
指
定
文
化

財
に
で
き
な
い
か
。

財
に
で
き
な
い
か
。

Ａ
生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長　

文
化
財
保
護
委

　

文
化
財
保
護
委

員
会
と
所
有
者
の
同
意
を
得
て
、
指
定

員
会
と
所
有
者
の
同
意
を
得
て
、
指
定

す
る
も
の
で
す
。
学
術
的
価
値
や
保
存

す
る
も
の
で
す
。
学
術
的
価
値
や
保
存

状
況
を
勘
案
し
判
断
し
ま
す
。

状
況
を
勘
案
し
判
断
し
ま
す
。

Ｑ
文
化
財
を
活
用
し
た
町
の
活
性
化

文
化
財
を
活
用
し
た
町
の
活
性
化

に
つ
い
て
、
町
長
の
見
解
は
。

に
つ
い
て
、
町
長
の
見
解
は
。

Ａ
町
長
町
長　

歴
史
と
伝
統
文
化
を
生
か

　

歴
史
と
伝
統
文
化
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
は
、
当
町
の
特
色
の

し
た
ま
ち
づ
く
り
は
、
当
町
の
特
色
の

一
つ
で
す
。
引
き
続
き
、
教
育
委
員
会

一
つ
で
す
。
引
き
続
き
、
教
育
委
員
会

に
指
示
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

に
指
示
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

答 

弁
歴
史
資
源
の
保
存
活

歴
史
資
源
の
保
存
活

用
は
重
要
で
す

用
は
重
要
で
す

文
化
財
を
生
か

文
化
財
を
生
か

し
町
活
性
化
を

し
町
活
性
化
を

史
跡
の
活
用

史
跡
の
活
用髙

たかはし

橋功
い さ お

人議員
が町に問う！

地元有志に長年守られてきた五輪塔

オガワマチのこと・ギカイのこと

「一緒に見よう、考えよう」

P19までつづきます！Mini InterviewVol.17
5月22日に町長選･
議員補欠選挙があります

あなたの思いは？

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

242322

選挙？知らなかった。道路の

舗装の補修をして欲しい。
（K・Yさん 70歳）

答 

弁
町
の
Ｐ
Ｒ
に
必
要
と

町
の
Ｐ
Ｒ
に
必
要
と

考
え
て
い
ま
す

考
え
て
い
ま
す

小
川
和
紙
で
御

小
川
和
紙
で
御

城
印
の
発
行
を

城
印
の
発
行
を

腰
越
城
址

腰
越
城
址

髙
たかはし

橋さゆり議員
が町に問う！

腰越城址から一望できる小川町

Ｑ
城
ブ
ー
ム
を
背
景
に
、
御
城
印
を

城
ブ
ー
ム
を
背
景
に
、
御
城
印
を

目
当
て
と
し
た
観
光
客
が
増
え
て
い
る

目
当
て
と
し
た
観
光
客
が
増
え
て
い
る

地
域
が
あ
る
。
当
町
も
、
小
川
和
紙
製

地
域
が
あ
る
。
当
町
も
、
小
川
和
紙
製

の
御
城
印
を
発
行
し
、
盛
り
上
げ
て
は
。

の
御
城
印
を
発
行
し
、
盛
り
上
げ
て
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長

に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

当
町
に
は
、

　

当
町
に
は
、

県
指
定
の
城
址
と
し
て
、
四
ツ
山
城
址

県
指
定
の
城
址
と
し
て
、
四
ツ
山
城
址

と
腰
越
城
址
が
あ
り
ま
す
。
和
紙
を
使

と
腰
越
城
址
が
あ
り
ま
す
。
和
紙
を
使

用
し
た
御
城
印
は
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
必
要

用
し
た
御
城
印
は
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
腰
越
城

と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
腰
越
城

は
城
主
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
の
で
、

は
城
主
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
の
で
、

家
紋
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
難
し
い
と
こ
ろ

家
紋
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
難
し
い
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
、
保
存
会
の

も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
、
保
存
会
の

意
見
を
参
考
に
研
究
し
、
発
行
に
つ
な

意
見
を
参
考
に
研
究
し
、
発
行
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
腰
越
城
址
に
向
か
う
山
道
は
、
木

腰
越
城
址
に
向
か
う
山
道
は
、
木

製
の
階
段
が
朽
ち
て
、通
行
止
め
に
な
っ

製
の
階
段
が
朽
ち
て
、通
行
止
め
に
な
っ

て
い
る
が
、
再
整
備
の
考
え
等
は
。

て
い
る
が
、
再
整
備
の
考
え
等
は
。

Ａ
生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長　

現
在
は
、
見
学

　

現
在
は
、
見
学

者
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、

者
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、
迂迂うう

回
路
を

回
路
を

案
内
し
て
い
ま
す
。
修
繕
に
つ
い
て
は
、

案
内
し
て
い
ま
す
。
修
繕
に
つ
い
て
は
、

事
業
全
体
の
優
先
度
合
を
総
合
的
に
判

事
業
全
体
の
優
先
度
合
を
総
合
的
に
判

断
し
、
対
応
・
検
討
し
ま
す
。

断
し
、
対
応
・
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
腰
越
城
址
を
含
む
、
パ
ト
リ
ア
周

腰
越
城
址
を
含
む
、
パ
ト
リ
ア
周

辺
か
ら
笠
山
方
面
に
か
け
た
﹁
観
光
・

辺
か
ら
笠
山
方
面
に
か
け
た
﹁
観
光
・

交
流
ゾ
ー
ン
﹂
の
充
実
の
た
め
、
新
た

交
流
ゾ
ー
ン
﹂
の
充
実
の
た
め
、
新
た

な
駐
車
場
等
の
整
備
を
。

な
駐
車
場
等
の
整
備
を
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長

に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

河
川
及
び

　

河
川
及
び

周
辺
整
備
は
、
県
の
協
力
が
必
要
で
す
。

周
辺
整
備
は
、
県
の
協
力
が
必
要
で
す
。

整
備
に
つ
い
て
は
、
地
元
地
区
等
に
意

整
備
に
つ
い
て
は
、
地
元
地
区
等
に
意

見
を
確
認
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

見
を
確
認
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

定例会最終日、閉会の挨拶にあわせて、
次期町長選挙には立候補しない旨の意向
が示されました。

一般質問

全質問項目は小川町ホームページから見られます。

議会だよりでは議員ごとに要約版で掲載。全文（会議録）は６月初旬に公開予定です。

「歩いて・見て・聴いた」ことを踏まえ、議員が自身の提言も交え、町に考えを質す。
３月議会は、町の振興を模索する11人が、小川町の現在そして未来について白熱したやりと

りを展開した。また、今議会では町長の積極的な答弁が目立った。

11の視点

皆さんはどのテーマに関心がありますか？

町
長
選
挙

腰
越
城
址

史
跡
の
活
用

東
小
川
団
地

小
川
消
防
団

子
ど
も
医
療
費

森
林
整
備

和
紙
の
振
興

太
陽
光
発
電

主
権
者
教
育

デ
ジ
タ
ル
化

P.14P.15P.16P.18 P.17P.19 P.16P.18 P.17P.19 P.15
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新しい小川町の光が見える

新町長と町議の誕生を祈る。
（H・Sさん 75歳）

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

242322

一
般
質
問

小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

文
字
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

高
齢
者
や
視
覚
の
弱
い
方
に
も
読
み
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
使
用
し
ま
す
！

つづく！

答 

弁
消
防
団
と
所
要
の
協

消
防
団
と
所
要
の
協

議
を
進
め
ま
す

議
を
進
め
ま
す

消
防
団
組
織
の

消
防
団
組
織
の

再
編
成
を

再
編
成
を

小
川
消
防
団

小
川
消
防
団笠

かさはらのりひろ

原規弘議員
が町に問う！

ボランティア精神と行動に感謝します

Ｑ
団
員
の
減
少
は
加
速
し
、
非
常
備

団
員
の
減
少
は
加
速
し
、
非
常
備

消
防
︵
消
防
団
︶
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

消
防
︵
消
防
団
︶
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
る
。
し
っ
か
り
と
消
防
団
と
向
き

て
い
る
。
し
っ
か
り
と
消
防
団
と
向
き

合
い
、
欠
員
を
減
ら
す
取
り
組
み
が
必

合
い
、
欠
員
を
減
ら
す
取
り
組
み
が
必

要
で
は
。

要
で
は
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長

防
災
地
域
支
援
課
長　

団
員
の
欠

　

団
員
の
欠

員
は
、
災
害
時
に
お
い
て
危
機
的
な
状

員
は
、
災
害
時
に
お
い
て
危
機
的
な
状

況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
団
員

況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
団
員

の
確
保
に
向
け
て
、
消
防
署
や
団
員
の

の
確
保
に
向
け
て
、
消
防
署
や
団
員
の

話
を
直
接
聞
き
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

話
を
直
接
聞
き
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
災
害
時
に
お
い
て
、
効
果
的
・
効

災
害
時
に
お
い
て
、
効
果
的
・
効

率
的
に
機
能
す
る
た
め
に
は
、
現
状
の

率
的
に
機
能
す
る
た
め
に
は
、
現
状
の

２
分
団
・
８
部
隊
体
制
を
見
直
し
、
組

２
分
団
・
８
部
隊
体
制
を
見
直
し
、
組

織
の
再
編
が
必
要
と
捉
え
て
い
る
が
、

織
の
再
編
が
必
要
と
捉
え
て
い
る
が
、

考
え
等
は
。

考
え
等
は
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長

防
災
地
域
支
援
課
長　

消
防
団
の

　

消
防
団
の

意
見
を
最
優
先
す
る
こ
と
と
し
、
消
防

意
見
を
最
優
先
す
る
こ
と
と
し
、
消
防

団
が
活
動
し
や
す
い
体
制
に
つ
い
て
、

団
が
活
動
し
や
す
い
体
制
に
つ
い
て
、

消
防
署
を
交
え
て
協
議
し
ま
す
。

消
防
署
を
交
え
て
協
議
し
ま
す
。

Ｑ
機
能
別
消
防
団
は
、
個
々
の
能
力

機
能
別
消
防
団
は
、
個
々
の
能
力

や
事
情
に
応
じ
て
、
特
定
の
時
間
等
に

や
事
情
に
応
じ
て
、
特
定
の
時
間
等
に

限
定
し
活
動
で
き
る
。
消
防
署
や
消
防

限
定
し
活
動
で
き
る
。
消
防
署
や
消
防

団
Ｏ
Ｂ
等
を
視
野
に
入
れ
る
中
で
、
地

団
Ｏ
Ｂ
等
を
視
野
に
入
れ
る
中
で
、
地

区
・
年
齢
・
職
種
な
ど
に
縛
ら
れ
な
い

区
・
年
齢
・
職
種
な
ど
に
縛
ら
れ
な
い

本
制
度
の
導
入
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

本
制
度
の
導
入
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長

防
災
地
域
支
援
課
長　

制
度
を
導

　

制
度
を
導

入
し
て
い
る
自
治
体
の
状
況
を
確
認
す

入
し
て
い
る
自
治
体
の
状
況
を
確
認
す

る
な
ど
研
究
し
、
そ
の
上
で
、
消
防
署

る
な
ど
研
究
し
、
そ
の
上
で
、
消
防
署

や
消
防
団
と
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

や
消
防
団
と
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

答 

弁
建
物
は
残
す
方
向
で

建
物
は
残
す
方
向
で

協
議
中
で
す

協
議
中
で
す

学
校
跡
地
の
利

学
校
跡
地
の
利

活
用
は

活
用
は

東
小
川
団
地

東
小
川
団
地笹

ささもとたかゆき

本孝幸議員
が町に問う！

新たな利活用でよみがえる予定の校舎

Ｑ
学
校
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
、

学
校
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
、

協
議
会
に
お
け
る

協
議
会
に
お
け
る
内
容
は
。

内
容
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　

東
小
川
住
宅
団

　

東
小
川
住
宅
団

地
の
多
世
代
共
生
と
持
続
可
能
な
ま
ち

地
の
多
世
代
共
生
と
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
町
と
県
、
地
域
住

づ
く
り
を
目
指
し
、
町
と
県
、
地
域
住

民
の
代
表
、
事
業
予
定
者
が
、
跡
地
の

民
の
代
表
、
事
業
予
定
者
が
、
跡
地
の

利
活
用
や
配
置
等
に
つ
い
て
協
議
中
で

利
活
用
や
配
置
等
に
つ
い
て
協
議
中
で

す
。
校
舎
は
残
す
予
定
で
す
。

す
。
校
舎
は
残
す
予
定
で
す
。

Ｑ
地
元
住
民
の
意
向
は
、
計
画
の
ど

地
元
住
民
の
意
向
は
、
計
画
の
ど

の
部
分
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

の
部
分
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　

要
望
が
あ
っ
た

　

要
望
が
あ
っ
た

介
護
サ
ー
ビ
ス
や
、
路
線
バ
ス
利
用
者
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
や
、
路
線
バ
ス
利
用
者
の

た
め
の
道
路
新
設
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

た
め
の
道
路
新
設
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
回
の
計
画
が
、
団
地
の
空
き
家

今
回
の
計
画
が
、
団
地
の
空
き
家

対
策
に
与
え
る
効
果
は
。

対
策
に
与
え
る
効
果
は
。

Ａ
都
市
政
策
課
長

都
市
政
策
課
長　

団
地
内
に
は
多

　

団
地
内
に
は
多

様
な
年
齢
層
の
方
が
行
き
交
う
な
ど
、

様
な
年
齢
層
の
方
が
行
き
交
う
な
ど
、

人
の
流
れ
が
変
わ
る
こ
と
で
、
空
き
家

人
の
流
れ
が
変
わ
る
こ
と
で
、
空
き
家

を
求
め
て
い
る
方
々
が
増
加
す
る
な
ど

を
求
め
て
い
る
方
々
が
増
加
す
る
な
ど

の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

プ
リ
ム
跡
地
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

Ｑ
町
内
に
計
画
さ
れ
て
い
る
メ
ガ

町
内
に
計
画
さ
れ
て
い
る
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
事
業
の
予
定
地
内
に
存
在
す

ソ
ー
ラ
ー
事
業
の
予
定
地
内
に
存
在
す

る
町
所
有
の
赤
道

る
町
所
有
の
赤
道

に
つ
い
て
、
町
長

に
つ
い
て
、
町
長

は
以
前
﹁
払
い
下
げ
は
せ
ず
、
使
用
も

は
以
前
﹁
払
い
下
げ
は
せ
ず
、
使
用
も

許
可
し
な
い
﹂
と
答
弁
し
た
が
、
そ
の

許
可
し
な
い
﹂
と
答
弁
し
た
が
、
そ
の

考
え
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

考
え
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

Ａ
町
長
町
長　

そ
の
考
え
に
全
く
変
わ
り

　

そ
の
考
え
に
全
く
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。

は
あ
り
ま
せ
ん
。

答 

弁
ど
の
よ
う
に
で
き

ど
の
よ
う
に
で
き
るる

か
検
討
し
て
い
き
ま
す

か
検
討
し
て
い
き
ま
す

対
象
年
齢
の
拡

対
象
年
齢
の
拡

充
を
充
を

子
ど
も
医
療
費

子
ど
も
医
療
費五

い が ら し

十嵐康
やすひろ

博議員
が町に問う！

Ｑ
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢

拡
充
は
、﹁
子
育
て
世
帯
が
住
み
た
い

拡
充
は
、﹁
子
育
て
世
帯
が
住
み
た
い

町
﹂
の
一
端
を
担
う
。
比
企
広
域
市
町

町
﹂
の
一
端
を
担
う
。
比
企
広
域
市
町

村
内
で
、
子
ど
も
医
療
費
︵
通
院
︶
の

村
内
で
、
子
ど
も
医
療
費
︵
通
院
︶
の

対
象
年
齢
が

対
象
年
齢
が
1515
歳
の
自
治
体
は
、
当
町

歳
の
自
治
体
は
、
当
町

と
他
１
町
だ
け
に
な
る
が
、
現
状
を
ど

と
他
１
町
だ
け
に
な
る
が
、
現
状
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

Ａ
子
育
て
支
援
課
長

子
育
て
支
援
課
長　

当
町
は
小
学

　

当
町
は
小
学

校
入
学
時
に
２
万
５
０
０
０
円
相
当
を

校
入
学
時
に
２
万
５
０
０
０
円
相
当
を

補
助
す
る
支
援
金
や
コ
コ
ッ
ト
に
お
い
て
、

補
助
す
る
支
援
金
や
コ
コ
ッ
ト
に
お
い
て
、

妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
の

妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
の

実
施
な
ど
、
独
自
の
施
策
を
行
っ
て
き

実
施
な
ど
、
独
自
の
施
策
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
ど
の

ま
し
た
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
ど
の

よ
う
な
支
援
が
有
効
か
を
検
討
し
ま
す
。

よ
う
な
支
援
が
有
効
か
を
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
対
象
年
齢
の
拡
充
に
踏
み
切
れ
な

対
象
年
齢
の
拡
充
に
踏
み
切
れ
な

い
理
由
と
し
て
何
が
あ
る
の
か
。

い
理
由
と
し
て
何
が
あ
る
の
か
。

Ａ
子
育
て
支
援
課
長

子
育
て
支
援
課
長　

財
源
的
な
負

　

財
源
的
な
負

担
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

担
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ
当
町
よ
り
財
政
が
厳
し
い
で
あ
ろ

当
町
よ
り
財
政
が
厳
し
い
で
あ
ろ

う
自
治
体
が
既
に
拡
充
し
て
い
る
。
周

う
自
治
体
が
既
に
拡
充
し
て
い
る
。
周

辺
自
治
体
に
遅
れ
を
取
る
こ
と
は
、
子

辺
自
治
体
に
遅
れ
を
取
る
こ
と
は
、
子

育
て
世
帯
を
呼
び
込
も
う
と
す
る
町
の

育
て
世
帯
を
呼
び
込
も
う
と
す
る
町
の

方
針
と
逆
行
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

方
針
と
逆
行
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

住
民
に
伝
わ
り
、
町
へ
の
愛
着
の
喪
失

住
民
に
伝
わ
り
、
町
へ
の
愛
着
の
喪
失

へ
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

へ
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
11
日
も
早
い

日
も
早
い

決
断
を
願
う
が
。

決
断
を
願
う
が
。

Ａ
町
長
町
長　

若
い
世
代
に
当
町
を
選
ん

　

若
い
世
代
に
当
町
を
選
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
で

で
い
た
だ
く
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
で

す
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
で
き
る
か

す
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
で
き
る
か

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

答 

弁

２
か
年
の
合
計
で

２
か
年
の
合
計
で

１
１
９
３
万
円
で
す

１
１
９
３
万
円
で
す

森
林
環
境
譲
与

森
林
環
境
譲
与

税
の
配
分
額
は

税
の
配
分
額
は

森
林
整
備

森
林
整
備

井
い ぐ ち

口亮
りょういち

一議員
が町に問う！

間伐など整備が期待される人工林

Ｑ
気
候
変
動
対
策
の
一
環
と
し
て
、

気
候
変
動
対
策
の
一
環
と
し
て
、

当
町
に
配
分
さ
れ
た
森
林
環
境
譲
与
税

当
町
に
配
分
さ
れ
た
森
林
環
境
譲
与
税

額
は
ど
の
程
度
か
。

額
は
ど
の
程
度
か
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

令
和
元
年
度
と

　

令
和
元
年
度
と

２
年
度
の
合
計
で
１
１
９
３
万
円
で
す
。

２
年
度
の
合
計
で
１
１
９
３
万
円
で
す
。

令
和
３
年
度
分
は
、
約
８
２
０
万
円
を

令
和
３
年
度
分
は
、
約
８
２
０
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

見
込
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
満
額
配
分
と
な
る
令
和
６
年
度
以

満
額
配
分
と
な
る
令
和
６
年
度
以

降
の
見
通
し
は
。

降
の
見
通
し
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

令
和
６
年
度
か

　

令
和
６
年
度
か

ら
は
、
私
有
林
・
人
工
林
面
積

ら
は
、
私
有
林
・
人
工
林
面
積
5050
％
、
％
、

人
口
人
口
3030
％
、
林
業
就
業
者
数

％
、
林
業
就
業
者
数
2020
％
の
比

％
の
比

率
で
配
分
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

率
で
配
分
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

あ
く
ま
で
も
見
込
み
額
と
な
り
ま
す
が
、

あ
く
ま
で
も
見
込
み
額
と
な
り
ま
す
が
、

１
２
９
０
万
円
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

１
２
９
０
万
円
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
と
し
て
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
と
し
て
、

﹁
脱
炭
素
社
会
﹂
の
実
現
に
向
け
た
取

﹁
脱
炭
素
社
会
﹂
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
は
進
む
か
。

り
組
み
は
進
む
か
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

森
林
経
営
管
理

　

森
林
経
営
管
理

法
に
基
づ
く
意
向
調
査
及
び
森
林
の
現

法
に
基
づ
く
意
向
調
査
及
び
森
林
の
現

況
調
査
を
早
急
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

況
調
査
を
早
急
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

森
林
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

森
林
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

Ｑ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
予
定
さ
れ
て
い

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
予
定
さ
れ
て
い

る
道
の
駅
に
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

る
道
の
駅
に
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
は
実
現
す
る
か
。

ル
ギ
ー
の
導
入
は
実
現
す
る
か
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

今
後
、
道

今
後
、
道

の
駅
再
整
備
事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
、

の
駅
再
整
備
事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
、

そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
関
係
課
と
協

そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
関
係
課
と
協

議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子どもたちの健やかな成長を願う

移住希望が多いと聞きます。

小川町を明るくしてください。
（F・Kさん 53歳）
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投票行きます！
（T・Mさん 10代）

古くから道路として利用された土地
のうち、道路法の「道路の敷地」と
されず、そのまま残った公の土地。

出たい！でも、まだ立候補で

きない年齢でした。（悔）
（M・Sさん 23歳）
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一
般
質
問

Ｑ
各
教
科
、
領
域
で
の
主
権
者
教
育

各
教
科
、
領
域
で
の
主
権
者
教
育

の
あ
り
方
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

の
あ
り
方
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ
学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長　

児
童
生
徒
が
知

　

児
童
生
徒
が
知

識
を
習
得
し
、
主
体
的
に
地
域
等
の
課

識
を
習
得
し
、
主
体
的
に
地
域
等
の
課

題
を
考
え
、
自
分
の
意
見
を
持
ち
、
仲

題
を
考
え
、
自
分
の
意
見
を
持
ち
、
仲

間
と
議
論
す
る
中
で
、
課
題
解
決
を
図

間
と
議
論
す
る
中
で
、
課
題
解
決
を
図

る
こ
と
が
大
切
と
捉
え
て
い
ま
す
。

る
こ
と
が
大
切
と
捉
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
年
度
開
催
予
定
の
﹁
こ
ど
も
議

今
年
度
開
催
予
定
の
﹁
こ
ど
も
議

会
﹂
に
つ
い
て
、
新
た
な
試
み
は
。

会
﹂
に
つ
い
て
、
新
た
な
試
み
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
の
環
境
が
整
備
さ
れ
る
中
、
Ｉ

ク
ー
ル
の
環
境
が
整
備
さ
れ
る
中
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
展
開
も
可
能
で
あ
る

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
展
開
も
可
能
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

と
考
え
て
い
ま
す
。

可
燃
ご
み
処
理
の
民
間
委
託

Ｑ
住
民
へ
新
た
な
可
燃
ご
み
分
別
の

住
民
へ
新
た
な
可
燃
ご
み
分
別
の

周
知
が
図
れ
た
と
考
え
て
い
る
の
か
。

周
知
が
図
れ
た
と
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

今
後
も
行
政
区

　

今
後
も
行
政
区

長
や
環
境
美
化
推
進
委
員
へ
の
説
明
、

長
や
環
境
美
化
推
進
委
員
へ
の
説
明
、

出
前
講
座
・
動
画
配
信
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

出
前
講
座
・
動
画
配
信
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

活
用
し
、
周
知
を
図
り
ま
す
。

活
用
し
、
周
知
を
図
り
ま
す
。

Ｑ
異
物
に
よ
り
委
託
先
の
施
設
に
破

異
物
に
よ
り
委
託
先
の
施
設
に
破

損
が
生
じ
た
場
合
の
責
任
は
。

損
が
生
じ
た
場
合
の
責
任
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

異
物
の
混
入
は

　

異
物
の
混
入
は

施
設
の
故
障
や
メ
タ
ン
発
酵
を
阻
害
す

施
設
の
故
障
や
メ
タ
ン
発
酵
を
阻
害
す

る
原
因
と
な
る
た
め
、
未
然
に
取
り
除

る
原
因
と
な
る
た
め
、
未
然
に
取
り
除

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
故
障
の
原
因
が

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
故
障
の
原
因
が

管
内
の
ご
み
で
あ
っ
た
場
合
は
、
小
川

管
内
の
ご
み
で
あ
っ
た
場
合
は
、
小
川

地
区
衛
生
組
合
が
責
任
を
負
う
可
能
性

地
区
衛
生
組
合
が
責
任
を
負
う
可
能
性

が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

候補者の話しをちゃんと聞い

て判断したいな。
（S・Hさん 40代）
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小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

写
真
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

写
真
は
編
集
委
員
が
﹁
撮
る
﹂﹁
選
ぶ
﹂。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
︵
写
真
説
明
︶
も
工
夫
し
ま
す
。

Ｑ
中
爪
地
内
に
計
画
中
の
太
陽
光
発

中
爪
地
内
に
計
画
中
の
太
陽
光
発

電
施
設
の
下
流
に
は
、
１
０
０
戸
を
超

電
施
設
の
下
流
に
は
、
１
０
０
戸
を
超

え
る
集
落
と
広
大
な
農
地
が
あ
る
。
こ

え
る
集
落
と
広
大
な
農
地
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
上
流
が
開
発
・
更
地
化
さ
れ
る

れ
ら
の
上
流
が
開
発
・
更
地
化
さ
れ
る

と
、
降
雨
等
に
よ
る
甚
大
な
被
害
の
発

と
、
降
雨
等
に
よ
る
甚
大
な
被
害
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
る
が
。

生
が
懸
念
さ
れ
る
が
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

開
発
行
為
に
よ

　

開
発
行
為
に
よ

る
森
林
機
能
の
保
全
に
関
し
、
水
害
を

る
森
林
機
能
の
保
全
に
関
し
、
水
害
を

発
生
さ
せ
る
恐
れ
が
な
い
こ
と
や
、
洪

発
生
さ
せ
る
恐
れ
が
な
い
こ
と
や
、
洪

水
を
調
整
す
る
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い

水
を
調
整
す
る
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い

る
か
な
ど
、
許
可
権
者
で
あ
る
県
が
厳

る
か
な
ど
、
許
可
権
者
で
あ
る
県
が
厳

密
な
審
査
を
行
い
ま
す
。
町
も
関
係
法

密
な
審
査
を
行
い
ま
す
。
町
も
関
係
法

令
に
基
づ
き
、
適
切
な
事
業
計
画
に
な

令
に
基
づ
き
、
適
切
な
事
業
計
画
に
な

る
よ
う
、
事
業
者
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

る
よ
う
、
事
業
者
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実

Ｑ
人
口
増
で
町
の
活
性
化
を
願
う
が
、

人
口
増
で
町
の
活
性
化
を
願
う
が
、

特
に
流
出
が
多
い
子
育
て
世
代
に
対
す

特
に
流
出
が
多
い
子
育
て
世
代
に
対
す

る
支
援
の
充
実
は
。

る
支
援
の
充
実
は
。

Ａ
子
育
て
支
援
課
長

子
育
て
支
援
課
長　

転
出
の
抑
制

　

転
出
の
抑
制

を
図
る
た
め
、
今
後
も
各
種
の
支
援
策

を
図
る
た
め
、
今
後
も
各
種
の
支
援
策

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

無
料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
気
軽

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
気
軽

に
無
料
で
受
け
ら
れ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
。

に
無
料
で
受
け
ら
れ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
。

Ａ
健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長　

令
和
３
年

　

令
和
３
年
1212
月月

に
、
県
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
無
料
事
業
を

に
、
県
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
無
料
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。
詳
細
は
、特
設
の
ホ
ー

開
始
し
ま
し
た
。
詳
細
は
、特
設
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

答 

弁
適
切
な
計
画
に
な
る

適
切
な
計
画
に
な
る

よ
う
求
め
ま
す

よ
う
求
め
ま
す

降
雨
等
に
よ
る

降
雨
等
に
よ
る

被
害
の
回
避
は

被
害
の
回
避
は

太
陽
光
発
電

太
陽
光
発
電本

ほ ん だ

多重
しげのぶ

信議員
が町に問う！

太陽光発電の開発で不安なため池

答 

弁

課
題
の
把
握
と
解

課
題
の
把
握
と
解

決
策
を
協
議
し
ま
す

決
策
を
協
議
し
ま
す

和
紙
印
刷
に
対

和
紙
印
刷
に
対

す
る
支
援
等
は

す
る
支
援
等
は

和
紙
の
振
興

和
紙
の
振
興
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新町長さん、季節ごとに見ら

れる景色を守ってください。
（S・Iさん 12歳）

町長、学校跡地に早く高齢者

施設を作って欲しい。
（S・Sさん 73歳）
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根
ね ぎ し

岸成
な る み

美議員
が町に問う！

当町が誇る自慢の和紙の再認識を

答 

弁
仲
間
と
議
論
し
課
題

仲
間
と
議
論
し
課
題

解
決
を
図
り
ま
す

解
決
を
図
り
ま
す

学
校
の
主
権
者

学
校
の
主
権
者

教
育
の
取
組
は

教
育
の
取
組
は

主
権
者
教
育

主
権
者
教
育田

た な か

中照
て る こ

子議員
が町に問う！

ごみ集積場所の管理は地域と連携で

Ｑ
﹁
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
﹂
に
つ
い
て
、

﹁
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
﹂
に
つ
い
て
、

進
捗
は
。

進
捗
は
。

Ａ
総
務
課
長

総
務
課
長　

国
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推

　

国
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推

進
手
順
書
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
構

進
手
順
書
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
構

築
に
向
け
た
６
つ
の
重
点
事
項
と
し
て
、

築
に
向
け
た
６
つ
の
重
点
事
項
と
し
て
、

﹁
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化
﹂

﹁
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化
﹂

﹁
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
﹂

﹁
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
﹂

﹁
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
﹂﹁
Ａ

﹁
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
﹂﹁
Ａ

Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
利
用
促
進
﹂﹁
テ
レ
ワ
ー

Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
利
用
促
進
﹂﹁
テ
レ
ワ
ー

ク
の
推
進
﹂﹁
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の

ク
の
推
進
﹂﹁
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の

徹
底
﹂
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
ま
し

徹
底
﹂
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
順
次
、
対
応
し
て
い
き

た
。
い
ず
れ
も
順
次
、
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

ま
す
。

Ｑ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
は
、

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
上
で
、

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
上
で
、

必
須
の
取
組
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

必
須
の
取
組
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

Ａ
町
民
課
長

町
民
課
長　

本
人
確
認
の
公
的
な

　

本
人
確
認
の
公
的
な

書
類
と
し
て
の
利
用
は
も
と
よ
り
、
デ

書
類
と
し
て
の
利
用
は
も
と
よ
り
、
デ

ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る
様
々
な
行
政

ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る
様
々
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
必
要
な
ツ
ー
ル
と

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
必
要
な
ツ
ー
ル
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
、
コ

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
や
、
各
種
手
続

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
や
、
各
種
手
続

き
に
必
要
な
添
付
書
類
の
省
略
、
保
険

き
に
必
要
な
添
付
書
類
の
省
略
、
保
険

証
と
の
一
体
化
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

証
と
の
一
体
化
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
後
は
、
運
転
免
許
証
と
の
一

さ
ら
に
今
後
は
、
運
転
免
許
証
と
の
一

体
化
や
行
政
手
続
き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

体
化
や
行
政
手
続
き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

化
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
と
よ
り
密
接

化
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
と
よ
り
密
接

に
結
び
つ
き
、
普
及
が
進
む
と
捉
え
て

に
結
び
つ
き
、
普
及
が
進
む
と
捉
え
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

カ
ー
ド
の
普
及
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

答 

弁
６
つ
の
重
点
事
項
に

６
つ
の
重
点
事
項
に

対
応
し
て
い
き
ま
す

対
応
し
て
い
き
ま
す

行
政
の
デ
ジ
タ

行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
進
捗
は

ル
化
の
進
捗
は

デ
ジ
タ
ル
化

デ
ジ
タ
ル
化島

しまざき

﨑隆
た か お

夫議員
が町に問う！

マイナンバーカードへの一元化が進めば…

Ｑ
当
町
は
も
と
よ
り
、
県
内
の
公
立

当
町
は
も
と
よ
り
、
県
内
の
公
立

高
校
の
多
く
で
、
小
川
和
紙
を
使
っ
た

高
校
の
多
く
で
、
小
川
和
紙
を
使
っ
た

﹁
卒
業
証
書
﹂
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま

﹁
卒
業
証
書
﹂
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
卒
業
証
書
に
用
い
る
和
紙
は
、
一

た
、
卒
業
証
書
に
用
い
る
和
紙
は
、
一

枚
一
枚
﹁

枚
一
枚
﹁
溜溜た

め
た
め

漉漉すす

き
﹂
に
よ
る
方
法
で
作

き
﹂
に
よ
る
方
法
で
作

製
し
、
印
刷
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
和

製
し
、
印
刷
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
和

紙
に
印
刷
す
る
技
術
の
継
承
や
、
人
材

紙
に
印
刷
す
る
技
術
の
継
承
や
、
人
材

の
確
保
・
養
成
な
ど
、
課
題
も
あ
る
と

の
確
保
・
養
成
な
ど
、
課
題
も
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。
対
策
・
支
援
等
は
。

捉
え
て
い
る
。
対
策
・
支
援
等
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長

に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

手
漉
き
和

　

手
漉
き
和

紙
の
技
術
は
、
後
継
者
育
成
事
業
に
お

紙
の
技
術
は
、
後
継
者
育
成
事
業
に
お

い
て
、
卒
業
証
書
の
溜
め
漉
き
研
修
も

い
て
、
卒
業
証
書
の
溜
め
漉
き
研
修
も

行
い
、
作
製
の
即
戦
力
と
な
る
よ
う
努

行
い
、
作
製
の
即
戦
力
と
な
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
印
刷
技
術
に
つ

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
印
刷
技
術
に
つ

い
て
で
す
が
、
現
時
点
で
は
具
体
的
な

い
て
で
す
が
、
現
時
点
で
は
具
体
的
な

協
議
等
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
は
、

協
議
等
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
は
、

印
刷
業
と
の
連
携
も
必
要
と
感
じ
て
い

印
刷
業
と
の
連
携
も
必
要
と
感
じ
て
い

ま
す
の
で
、
課
題
の
把
握
及
び
そ
の
解

ま
す
の
で
、
課
題
の
把
握
及
び
そ
の
解

決
策
に
つ
い
て
関
係
者
と
協
議
し
て
い

決
策
に
つ
い
て
関
係
者
と
協
議
し
て
い

き
ま
す
。

き
ま
す
。

Ｑ
和
紙
の
拠
点
づ
く
り
と
し
て
、
埼

和
紙
の
拠
点
づ
く
り
と
し
て
、
埼

玉
伝
統
工
芸
会
館
や
和
紙
体
験
学
習
セ

玉
伝
統
工
芸
会
館
や
和
紙
体
験
学
習
セ

ン
タ
ー
を
含
め
、
槻
川
や
仙
元
山
な
ど
、

ン
タ
ー
を
含
め
、
槻
川
や
仙
元
山
な
ど
、

周
辺
に
あ
る
自
然
環
境
を
活
用
し
た
観

周
辺
に
あ
る
自
然
環
境
を
活
用
し
た
観

光
ゾ
ー
ン
の
将
来
像
・
構
想
は
。

光
ゾ
ー
ン
の
将
来
像
・
構
想
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長

に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

伝
統
産
業

　

伝
統
産
業

や
文
化
的
資
源
・
自
然
資
源
が
集
積
す

や
文
化
的
資
源
・
自
然
資
源
が
集
積
す

る
エ
リ
ア
と
位
置
づ
け
、﹁
賑
わ
い
と
交

る
エ
リ
ア
と
位
置
づ
け
、﹁
賑
わ
い
と
交

流
の
拠
点
﹂
と
し
て
、
駅
周
辺
拠
点
と

流
の
拠
点
﹂
と
し
て
、
駅
周
辺
拠
点
と

の
連
携
強
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

の
連
携
強
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

242322

町の住民は勿論、移住者に

も住みやすい町づくりを期待

します。（S・Rさん 34代）
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次の定例会は

※日程は変更になる場合が
　あります。詳しくは
 小川町ホームページへ

午前10時開会
6 21月 日（火）〜

567人

高齢者や視覚の弱い方にも配慮したＵＤ（ユニバーサルデザイン）フォントを使用しています

議員がインタビューした町民皆さんの数

（★印は今号取材）

〜９歳 10代 30代 60代20代 50代40代 70代 80歳〜

● 今号の表紙 ●

たくさんのおもいを胸に… 
新たに小川東中学校の生活が始まり

ました。今しかできない経験をして、

一生の友達をつくってください。

編集後記 ロシアによるウクライナ侵攻を伝えるニュースに胸を

痛める日 。々花粉症と膨大な原稿の編集に追われる自身の悩み

など、いかに【ちっぽけ】なものかと考えさせられます。議会はウ

クライナの皆さんの無事を切に願い、全会一致で上記の決議を

行いました。WE STAND WITH UKRAINE!!（髙瀬）
発行責任者：小川町議会議長 山口勝士
編　　　集：議会広報発行特別委員会
　　　　　　委員長　髙橋功人　 副委員長　田中照子
　　　　　　委　員　髙瀬　勉・笹本孝幸・五十嵐康博
　　　（臨時）委　員　山口勝士

※No.80以降の合計人数

全 会 一 致 で 決 議 し ま し た！

かつての議会広報紙は、事務局職員が中心になって、編集

していた議会も多くあったと聞きます。小川町議会報は、広

報発行特別委員会を設けて、議員６人が喧
けんけんがくがく

喧諤々の議論を

重ねながら編集を行っています。

今回の受賞は「創刊100号記念号」が対象になりました。

取材にご協力いただいた多くの皆さんに嬉しい報告ができ

ました。町民の皆さんに、議会や町政にもっと関心を持って

いただけるような紙面づくりに努力してまいります。

Back to   おがわぎかい No. l00 議会広報全国コンクール2年連続第4位！

小高貴寿奈さん
（高見）

KIZUNA  Odaka

議会報は毎号読んでいます。

普段から議員の皆さんが色々取材してい

るのを見ていたので頑張っているなと思っ

ていました。紙面のデザインや表紙の写

真は他の広報紙より素敵だし読みやすい

と感じています。これからも期待していま

す。受賞おめでとうございます。

これからも町民の声を聴きます

議会広報全国コンクール

2年連続 優秀賞受賞！全国第4位
（応募317紙中）

受賞号はこちら
から読めます

←審査員からは
100号 記 念 の2
大特集はこれから
の議会広報の役
割や可能性を広
げる新しい試みと
評価されました。

わたしわたしののひとコトひとコト 

お知らせ「議員辞職・町議会議員補欠選挙」
島田康弘議員から、令和４年１月26日付けで議長宛に辞職願が提出され、

許可されました。このことによる町議会議員の欠員に伴う補欠選挙について

は、5月22日に行われる小川町長選挙と同日に実施されます。

8人 67人 71人 94人 93人104人 55人62人 13人

ロシア連邦によるウクライナ侵攻に断固抗議する決議

小川町議会は、ここにロシア連邦・プーチン政権による、今般のウクライナ侵攻に対して厳しく抗議し、

軍の即時撤退、国際法の遵守を強く求めるとともに平和を希求するウクライナ、ロシア連邦、全世界の人々

と連携することを表明する。以上、決議する。
令和４年３月２３日　埼玉県比企郡小川町議会

き

く×つなぐ
議員の


